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【抄  録】  

本稿は，2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「2020 東京オリ・パ
ラ」と略す）に向けたオリンピック・パラリンピック教育（以下「オリ・パラ教育」と略す）
の展開の方向性を探るために，2018 年冬季平昌オリンピック・パラリンピック競技大会（以
下「平昌オリ・パラ」）に向けたオリ・パラ教育の取り組みの実態を明らかにすることを目的
とした．上記目的を達成するために，韓国におけるオリ・パラ教育の中心である平昌大会組織
委員会の Education Team の関係者（2 名）へのインタビュー，学校におけるオリ・パラ教育
の実践視察（2 校），実際に授業を受けた生徒へのインタビュー（3 名），そしてオリ・パラ教
育関連施設の視察を実施した．  

調査の結果，韓国における「Education」，「Culture」，「Cooperation」の 3 つの分野から構
成されているオリ・パラ教育を整理し，日本のオリ・パラ教育に対して，以下のような示唆を
得ることができた．制度に関しては，さらなる組織的な連携の必要性が示唆された．実践に関
しては，学校教員がアクセスしやすいオリ・パラ教育用ホームページの運営，UNESCO 

SCHOOL などの既存の教育プログラムとの連携，パラリンピック関連のプログラムの充実，文
化的プログラムの充実，そしてオリ・パラ関連施設の活用が示唆された． 
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